








ノ宰   

前橋市は北に赤城山、西に榛名山を望見し、北から南に貫流する  

利根川は、市域を潤し「水と緑と講の町」にふさわしい前橋市を形  

作り、古くは「糸の町」として養蚕、製糸で栄えてきた県都であり  

ます。   

今、生涯学習都市を目指し、教育、文化、商工業の調和ある街づ  

くりが進められ、中心市街地の再開発事業、土地区画整理事業、前  

橋工業団地造成事業など，住宅地等の造成が進められています。当  

昌楽寺廻向Ⅰ遺跡（前橋市総社町総社字昌楽寺廻村東2882番3）  

は高層住宅建設にさきがけ、発掘調査を実施したものであります。   

当遺跡周辺は、上野国府推定地域を始め、国分僧寺跡、国分尼寺  

跡、山王廃寺跡等、古代上野国の政治・文化の中心地域であり、調  

査では縄文時代、奈良・平安時代の遺構、遣物がたくさん検出でき  

ました。   

本報告書を刊行するにあたり、群馬県勤労者住宅協会を始め、多  

くの方々の御協力を戴き厚く感謝申し上げます。   

本報告吾がこの地域の歴史解明の資料として、少しでも御利用戴  

ければ幸甚であります。  

昭和63年10月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 二 瓶 益 巳   





例．言  

1．本書は群馬県勤労者住宅協会が事務所建設（諦陪市総社町）にさきがけて、文化財保護法第   

57条の2 第1項の規定により発掘調査を行った報告書である。  

2．発掘調査は、前橋市教育委員会のもとに組織された、前陪市埋蔵文化財発掘調査団（団長   

二瓶益巳）の委託を受け、スナガ環境測設株式会社（前括市青柳町211－1代表取締役   

須永眞弘）が実施した。  

3．調査担当者 遠藤和夫（前陪市教育委員会管理部文化財保護室主任）  

新陳一美（  同  上  嘱託）  

金子正人（スナガ環境測設株式会社埋蔵文イ脹櫛睦部長）  

白石光男（  同   上 第ニグルーープチーフ）  

長島郁子（  同   上 第ニカレーフサブチーフ）  

4．遺跡名、所在地、調査期間及び調査面積は‾F言己の通りである。   

遺跡名 昌楽寺廻向Ⅱ遺跡 略称 63A－36   

所在地 前橋市総社町結社字昌楽寺廻り村東2882番3他4筆   

調査期間 発泥調査 昭和63年8月 8日～ 8月29日  

遣物整哩 昭和63年8月30日～10月31日   

調査対蒙面積 280m2  

5．本調査における出土遣物は、前陪市教育委員会のもとに保管されている。  

6．本書は、スナガ環境測設株式会社埋蔵文イヒ財調査部が作成に当たり、編集総括を金子正人が   

当たり、白石光男と長島郁子が執筆した。小林康典が遣物の実測とトレース、吉田公夫が遺   

構のトレ∬スを担当し、写真製販は鈴木槌夫、作業事務は柴崎信江が行った。  

7．測量計画、技術指導は須永眞弘（測量士第52614号）が行い、測量に板垣宏、須永嘉明、   

吉田公夫が参加した。  

8．本調査に際して、多大な御協力を戴きました群馬県勤労者住宅協会、地元市民の方々に、厚  

く御礼申し上げます。  

9．調査に参加した方々は次の通りであります。記して感謝致します。（敬称略）  

安藤直人、 石島正二、 荻野博巳、石井きよ子、角田朱美、佐々木智恵子、  

石川サワ子、内山恵芙子、河西三明、近藤俊男、 近藤充郎、藤田光夫、  

山崎勘治   



」、L 例  

1∴遺構の略号   

H一住居祉 D一土坑Ⅰ一井戸址 P－－ピット S－一石  

2．実測図の縮尺   

全体図1：150 住居地・貯蔵穴1：60 （カマド1：30）   

土坑・井戸址・ピット 1：60 出土遣物1：3  

3．Ⅳ運構中におけるカツコ内の数値は推定値を表す。  

4．土層断面の土色名及び土器類の色調名は「新版基準土色帳」を参考にした。  

は焼土を表す。  5．挿図中のスクリーントーン表示   

6．各住居地の床面積の数値はブラニメーターーせ使用した  
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Ⅰ 拒の秦至適塾とプ絃  

1．経過   

昌楽寺廻向Ⅰ遺跡は、前橋市教育委員会の試掘調査により遺跡が確認され、前橋市埋蔵文化財  

発掘調査団からの委託により調査を実施する運びとなった。調査は昭和63年8月8日（月）～  

8月29日（月）まで実働日数15日間で行われた。以下日誌より抜粋。   

8月 8日  休憩所設置、横材等の搬入。   

8月 9日  座標測量。   

8月 9日～8月16日トレンチ設定、ジョレン掻き、住居址プラン確認。   

8月17日～8月19日 グリット杭打ち、ジョレン掻き、住居吐・焼土プラン確認、土坑内  

人骨精査、水準測量、平面測量1／200、写真撮影。   

8月20日～8月22日 住居址プラン確認、遺構精査、セクション取り、全称平面測量1／  

100、写真撮影。   

8月23日～8月29日 住居地プラン確認、遺構精査、セクション取り、遺跡測量1／20、  

遣物取り上げ。   

8月29日  休憩所、様相等の搬乱昌楽寺廻向Ⅰ遺跡発掘調査終了。  

2．方法   

昌楽寺廻向Ⅰ遺跡は、前橋市総社町総社字昌楽寺廻向手械2882番3（他4筆）に所在する。  

当初、前橋市教育委員会により試掘調査が行われ、その結果、焼土、土師器、須恵器等の遺構、  

遺物が確認されたため、調査面積約280m2を全面調査するに至った。発泥調査は焼土を中心  

にジョレンでプラン確認を行い、確認困難であるものはトレンチを設定し確認に努めた。   

調査グリットは座慄（C一Ⅰグリット杭でⅩ＝44470・000m、Y＝－71130・0  

00m）を基に、北西隅を基準に緯線（南北方向）をA、B、C、Dまで、経線（東西方向）を  

1、2、3‥．6まで各々4m幅で設定した。また、グリットの呼び方は北西交点を使用した。  

高さは標高123．00mを設定し、これを基準とした。住居祉はカマドを基準に範囲を讃査し、  

カマドは運存状態の良いものは十字に切り、それ以外ほ半裁し、土層観察後作り方を調査した。  

土坑、井戸址は半裁し、土層観察後完堀した。出土遣物はグリットごとに取り上げ、還構に伴い  

重要であると判断したものは、図面に記録綾取り上げた。   

図面は、全体をS＝1：100で、セクションと各遺構はS＝1：20、カマドはS＝1：1  

0で作成した。写真撮影ほ、現況、遺構、土層断面、出土遣物等を撮影し、使用フイルムは白黒、  

カラー、リバーサル等で記録した。  
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周辺の遺品亦  

1昌楽寺廻向Ⅰ遺跡 2 桜ケ丘週跡 3 柿木遺跡   4 二子山古墳  

5 愛若山古墳  6 透見山古墳 7 宝塔山古墳 8 蛇穴山古墳  

9 村東遺跡  10 山王廃寺跡 11上野国分寺跡12 上野国分尼寺跡  

13 草作遺跡  14 天神遺跡  15 寺田遺跡  16 元総社明神遺跡  

17 王山古墳  18 生州道跡   19 五反田遺跡 20 手桶遺跡  
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Ⅱ 遺品亦の朝生と二王也層  

1．立地   

本道跡は前橋市総社町総社字昌楽寺廻村東2882番3付近にある。この辺りほ畑作地帯で桑、  

野菜が作られている。遺跡のほぼ西側には、市進大友西通り線（産業道路）が北西方向から南東  

方向に走っており、］u則500汀1のところには県道前橋箕郷線が東西に走っている。遺跡地から  

北を向くと右手から赤城山、武尊山、榛名山を望むことができ、南には関東平野が広がっている。   

本選跡を取り巻く地域的要因は利根川、旧利根川低地帯、相馬が原扇状地と前橋台地、相馬が  

原扇状地を流下して前橋台地に流れる河川群である。河川をみると、遺跡地周辺には午丑剰Il、  

八幡川、欄Il、染谷川、滝川などが流れており、遺跡地の北東方向150m付近では八幡川が  

天狗岩用水と合流し滝川となって北から南へ流れている。また東1，3kmのところに利根川が  

北から南へ流れている。したがって、本道跡地付近は緩やかな傾斜地形で、前橋台地を基盤とし  

ながらも、相馬が原扇状地の末端他に当たる地域である。標高は約123mである。  

2、地層   

昌楽寺廻向皿遺跡は前橋市の］晒部、利根川右岸前陪台地上に位置しており、榛名山東南麓に  

形成された相馬が原扇状地の影響が考えられる場所である。この相馬が原扇状地は、火山山麓扇  

状地の形態をとり、扇頂は標高600Tn付近に求められ、扇端は高前バイパス付近まで広がる可  

離があるとされ、‘また構成としても、前橋泥流を基盤にしながらも、古期扇状地と新期扇状地  

が埋積関係にあり、堆積物も扇頂から扇央部では泥流及び火砕流、扇端部では砂質及びシルト質  

の堆積物で構成されていると言われている。   

本遺跡では、位置的には扇端部に位置しており、地層的には新期扇状地堆積物と思われる砂質  

層が5層で確認できた。また3層ではFP混入が認められ、この層より遺構が確認できた。1、  

2層は軽石粒を多少含んでいるが撹乱を受けており、本来の地層は成していないと思われる。な  

お、現地形は既に削平を受けており、本来の地層は現地層より数層多くなると思われる。  

＼／  ＼／   ＼／  ＼ノ  

Ⅰ  

Ⅱ  

Ⅳ  

Ⅴ  

Ⅰ層 盛土  

Ⅱ層 黒褐色土層 土質は良 粘性有り  少量のFP粒を含む。  

Ⅱ層 黒褐色土層 土質は密粘性は高粘質 FP粒を含む。  

Ⅳ層 黄色土層 土質は密 粘性少   堅いシルト質の層。  

Ⅴ層 黄色土層 土質は長 粘性少   砂質のローム層。  

第2図 基本土層  
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Ⅳ 遺 構  

1、住居址  

H・－1号往居址 鮎床  

1・褐色土層 土質は密 粘性有り 3cm程のロームブロックを多く含む。（貼床）  

2．褐色土層 土質は密 粘性有り 3層の凹凸部をならした層か？  

3．黄色土層 土質は普通 粘性なし 砂賢のロ【ム層。  

住居址  1号住居址（B－1グリット内）   

平面形  方形 南北にやや長くコーナーは丸みを持つ。   

主轍方位  N－90－＋一－E   

規模  長辺 3．20m（ほぼ南北）短辺 2．58m（ほぼ東西）   

床面積 約7．58mZ  

壁高  

垂直に立ち上がる。  

柱穴  ビット  な し   

貯蔵穴  南東コーナー部分にあり。長空が貯蔵穴の代用した可能性がある。   

周講  な し   

備考  床面は10cmほどの厚さで、貼床（褐色土とローム土の混合）されていた。  

南西コーナー付近に丸い張り出しがある。   第4図1号住居祉  

a′  b122．80■一  b’  a122．801疇  

㊧  
？a′  

H－1号住居址 カマド  

1．褐色土層 土質は密  粘性有り  FP粒を少量含む。  

2．褐色土層 土質は良  粘性有り  焼土拉を少量含む。  

3．暗褐色土層 土質は良  粘性有り  焼土粒を所々に含む。  

4．暗灰色土層 土質はソフト 粘性なし  灰と焼土を含む。  

5．明褐色土屑 土質はソフト 枯性少し有り カマド下層面ロームブロック層。  

1M  
＋l  

第5図1号住居祉カマド  

5   



b′  a12270M ヨ′  b123．20M b■■  

H－2号住居址  

1． 褐色土層  

1a．褐色土層  

1b．褐色土層  

1c．灰褐色土層  

2． 黄色土層  

2a．黄褐色土層  

北壁   

土質は普通   

土質は普通   

土質は普通   

土質は密   

土質は密   

土質は密  

粘性普通  

粘性有り  

粘性有り  

粘性有り  

粘性やや有り  

粘性有り  

少量の軽石粒を含む。  

FP粒を含む。  

1へ一2cmのロームブロックを含む。  

3・、4cmのロームブロックを多く含む。  

堅いシルト層。  

締まりのあるシルト層。  第6図 2号住居址  

H－2号住居地 貯蔵穴  

1．褐色土層 土質はソフト 粘性少し有り  

2．褐色土層  土質はソフト 粘性少し有り  

∋．囁褐色土層 土質はソフト 粘性有り   ソフトロームブロックを含む．  住居址  2号住居址（B－0■、C－0グリットにかけて）   

平面形  長方形 北東コーーナーがはみ出す歪なプラン。   

主軸方位  N－720 －E   

規模  長辺（4．Om）短辺（3．6m）床面積 不明   

璧高  西23一－28cm 南19一、26cm 北、東は不明 垂直に立ち上がる。   

柱穴  な し  ピット  P－2が有り。   

貯蔵穴  南壁東コーナL付近 東西長 65cm 南北長 40cm 深さ38cm   

周清  西壁一部残存 所々にビット有り 深さ4・、8cm   

備考  一部貼床の存在が認められた。平面形は一部調査区域外であるため推定プランで  

ある。   

カマド位置  東壁中央南寄り付近  主軸方位  不明   

全長  不明   最大幅  不明   

煙道部  不明   燃焼部  不明   

炊き口部  不明   立ち上がり角  不明   

備考  焼土を僅かに残すのみで、カマドとしての形をとどめかl。  

6  
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住居址  3号住居址（B－2・－B－3クリットにかけて）   

平面形  方形（推定）南北に長めでコ【ナーは丸みを持つと思われる。   

主軸方位  N－860 －E   

規模  長辺（3．5m）短辺（う．Om）床面積（9．8n12）   

壁高  不明   

柱穴  な し  ピット  な し   

貯蔵穴  不明   

周講  な し   

備考  辛うじて床面だけ残存、一部貼床らしき場所有り。   

第7図 3号注居祉  

a122．90H  

H－3号住居址 カマド  

1．褐色土層 土質は密 粘性有り 焼土粒を含む。  

第8図 3号住居祉カマド  
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17 

住居址  4号住居地（B－4、B－5グリットにかけて）   

平面形  不明   

主軸方位  不明   

規模  長辺 不明 短辺 不明 床面積 不明   

壁高  不明   

柱穴  不明  ピット  不明   

貯蔵穴  不明   

周講  不明   

備考  平面形、規模等は確証出来なかった。   

、ヽ   ／ ヽ  

第9図 4号住居址  

（q  

a′  b122・90M  ′  a122．901M  

H－4号住居址 カマド  

1．褐色土層 土質は密 粘性有り   FP粒を多く含む。非常に堅い。  

2．褐色土層 土質は良 粘性有り   炭、焼土粒を含む。  

3．明褐色土層 土質は艮 粘性それ程なし 焼土粒を所々に含む。  

4．褐色土層 土質は艮 粘性に富む  灰を含む。  

カマド位置  東壁部（推定）   主軸方位  N－1210 －E   

全長  1．4m   最大幅  不明   

煙道部  長さ0．8m 幅0．12m  燃焼部  長さ0．5m 幅0．45m   

炊き口部  幅（0．4m）   立ち上がり角  約26D前後   

備考  カマドは遼存状態は良く、堅轍に焼けていた。   

0  1M   

第10図 4号住居址カマド  
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2、土琉  

1号土塊（C－1グリット内）  

円形  

円筒形  

東西1．1m 南北1．15m 深さ0．2ち、0．28m  

シルト質層まで掘り込んでおI）、底部、壁面ともに堅く締まっている。出土遺物  

は石器2点。  

a122・70M     月： ニノ∈≡∈才   
D－1号土坑  

1．褐色土層 土質ほ密 粘性有り   C軽石粒を少量含む。  

2．明褐色土層 土質は普通 粘性少し有り ソフトロ▼ムブロックを少量含む。  

2号土坑（C－1ブリ・ソト内）  

円形  

逆台形  

東西1．0汀l南北1．1うm 探さ0．4うへ・0．うIn  

シルト質屑まで掘り込んており、底部、嘩面ともに堅く締まっている〃出t二遣物  

は絶文上器片1点。  

a122．70M ？二＿＿き‾  D－2号土琉  

1．褐色土層 土質は密   粘性有り FP粒を少量含む。  

2．黒色土層 土質は柔らかい 粘性有り C軽石粒を含む。  

3．灰褐色土層 土質は艮   粘性なし 砂質ローム層。  

⑥  

三「三  

a122．00仰     訂 ＝宅≡≡∋  

3号土塊（C－2グリット内）  

円形  

弓なり形  

東西1．1m 南北l．1m 深さ0．30一－0．∋5m  

シルト質層まて掘り込んでおり、底部、壁面ともに堅く締まっている。出土遣物  

は火山岩1点。特に加工した形跡はない。  

D－3号土坑  

1．褐色土層 土質は密粘性有り FP粒を少量含む。  
径2cm程のロームブロックを所々に含む。  

2．褐色土層 土質は密粘性有り 径0．5～1cmほどのロームブロックを所々含む。  

3．暗褐色土層 土質は密 粘性有り 砂質口一－ムを含む。  

0  2M  

第11図1．2．3号土琉  
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a122．60■■  
D－4号土坑  

1．褐色土層 土質は密 粘性有り FP粒を少量含む。  

径2cm程のロームブロックを所々に含む。  

2．褐色土層 土質は密 粘性有り 得0．5～1cmほどのロームブロックを所々含む。  

3．暗褐色土層 土質は密 粘性有り 砂質ロームを含む。  

5号土坑（B－1グリット内）  

楕円形  

歪弧状  

東西1．7m 南北2．37m 深さ0．5～0．7m  

シルト質層まで掘り込んでおり、底部は締まっているが、壁面は柔らかい。1、  

2号住居址に交わる。出土遣物はなし。  

C軽石粒を含む。  

1、2mmほとの′l、石を含む。  

かたい砂質のロームブロックを少量含む。  

6号土坑（B4ブリット内）  

歪円形  

傾斜の緩い椀形  

東西2．2～2．4m 南北1．7～2．3m 深さ0・17、0・22m  

シルト質層まで掘り込んでおり、底乱壁面とも堅く締まっている。出土遣物は  
凹石が1点。また、上層より、須恵、土師片が出土。  

D－6号土坑  

卓：1・褐色土層 土質は密 粘性有り FP粒を少量含む。   ∂122．80M  

径2cm程のロームブロックを所々に含む。  

2．褐色土層 土質は密 粘性有り 径0．5へ・1cmほどのロームブロックを所々含む。  

3．暗褐色土層 土質は密粘性有り 砂質ロームを含む。  

0  2M  

第12図 4．5．6号土坑  

10   



う ピット  

④  ′′二二＝、、  

＝．－一一＝   

b123．OM b‖  

－－－－－－‾  

1号ピット（1うー0グリット内）  

円形（推定）  

円筒形  

東西0．55m 南北（0．55m）深さ0．75m  

半分が調査区域外であるため、規模は推定である。出土遺物はなし。  

i 
≒ニニ  

a123．Ol一   旦’  

－■1－‥－－－－－  

2号ビット（C－0ブリット内）  

歪円形  

円筒形  

東西0．7m 南北0．5一、0．6m 深さ0．う8一、一0．44m  

H一－2の南西コーナーに存在し、H－2の一部とも考えられる。住居址から張り  

出した壁は堅いシルト層だが、住居址内は砂質の柔らかい壁で床面とのかかわり  

がはっきりしない。また、底部は堅く締まっている。出土遣物はなし。  

④  

票√、工㍉一  

3号ピット（D－0グリット内）  

楕円形  

円筒形  

東西0．45m 南北0．25m 深さ0．〕3m  

シルト質層まで掘り込んでおり、底部、壁面ともに堅く締まっている。出上達物  

は石器が立った状態で1点出土。  

alニコぞ   

a122．TO a－  

「＿＿＿＿√  

4号ピット（C－1グリット内）  

隅丸方形 円筒形  

東西0．b5m 南北0．33m 深さ0．21～0．241n  

シルト質層まで掘り込んでおり、底部、壁面とも堅く締まっている。出土遺物は  

なし。  

0  2M  

第13図1．2．3．4号ピット  
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4 井戸址  

1号井戸（A一一4グリット内）  

円形  

途中まで円筒形だが、底部付近は歪円筒形  

東西l．2m 南北1．23m 深さ∋．45m  

深さ2．4m付近まではシルト質の堅い壁面で、形状もしっかりしているが、底  

部付近ではシルト質が柔らかくなり、形状も崩れてくる〉出土遣物は底部より火  

山岩頸が18点出土。  

井戸  

1．得色土居 土質は密 粘性少し有り 0．5、1cnlほどの軽石粒を含む。  

2．暗褐色土居 土質は密 粘性有り  

∋．灰褐色土層 土質は密 粘性有り  

4．褐色土層 土質は普通 粘性少し有り B軽石粒？を含む。  

a
可
 
 

こ ‾こ‥‾一－－  

0  2M  

b122・90M  卓  

第14国 井戸祉  
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Ⅴ．出土遣物  昌菜寺廻向∬遺跡丑±運物闇雲垂（1）  法断簡雌雄  

出班置  種類  法量（cm）   
胎土一甑・鰯  器形の精微  

l   

口； 底；4．4  轡硬削  口榔恨まそ順駅な  外面；口樹徴で肘恥甜闘ヰナ縦脚り  
い脚部に最焼を有す  内面；梼拉（鳩轄   

H卜2  坪   口；13．鴫；10．4  硬翫   坪脚庸台を椚軋て  外面；口縁鮒牌ぐ脚瓶矧り  

卿  軋  高；う，8  灰色   いる   内面瀾軒   

Hl－3   脚上舶囁る脚に自  外面；鰍で回転野甘り鶴瓶台別冊  

鋸器  臥18．5高；   H卜1  薙 臼            土職  凱20．1高；弧9  嚇褐色                                 ‖  台憶  口； 底；9．3  轍翫           鮨色   －．－；・Iij己王   内面；横断   

H2－1  坪   口；15．鳩；   硬靴   口榔納乱餌場  外面；口舶閣紆底把那  

蛸器  胴；1b．指；う．6  積色  桶；撫で   

H2－2 円  甑  口；19．1底；8．8l  軟靴   戯認ま馳け   内面；恥増配   

H2－3  壷   口；20．7底；   轍靴   口脚「く」稗田阪  外面；口細微ぐ脚紺矧り  

土略    胴； 高；   l霊減色   し口唇部珊爛く   内面；離鮒ぐ   

H2－4  薙 臼   ロ；20．う臥   転配  

口樹撼据脚る  外敵口脚離で脚献酬り一部炭鮒  

蛸器  胴； 高；   
＋一－   

樺色   H 口榔「くjの鞘に板  欄；口脚撫で胴珊淵晒          田  内面；離党撫で   

碩靴   H  外面；謝り  

H2－5  一望断    口；底；  繍一難色  内面；鮒   

H2“－6  右   口； 底；  扁平を自然石脚  

安脳  胴； 高こ  

H2－7  石   口； 底；  

馳舘  軋  高；  
1   

H2－8  璧破片  口； 底；   

土師器  胴； 高；   繍噂色  内面；鮒   

H2－9  碧破片  口；1．2．7底；   

土暇  胴； 高：   や礪靴    l外面潤椚                    憫靴    タ胤口脚陳ぐ脚謝り   土暇  軋 鋸 H  l誌t潤色 ‖   内面；鮒  H3－1  椀断  口； 底こ 5．6  穫靴  H  外敵脚右脆糸切り痕        l霊場色   内面；撫で   
H5－2  搬輔  口； 底；4．5  硬靴   御甜描を空批もの  梱；脚右臨糸即鳩  

片土師器  滞色  内面藩で  

Hうーう  坪断  口； 底；   軟靴  ‡外面；口脚酢  

畑器  胴； 高；   瀞色  

整形の特徴  

順；口樹徴で肘恥甜闘ヰナ縦脚り  口轍欠   

内面；梼拉（鳩轄   

緬；口縁鮒牌ぐ脚瓶矧り   ぼ誹   

内面瀾軒   

外面；鰍で回転野甘り鶴瓶台別冊  瓢台敵   

内面；横断   

外面；口舶閣紆底把那   ぼ訪   

桶；撫で   

外敵口脚離で脚献酬り一部炭鮒着  i誰訪   

内面；恥増配   

外面；口細微ぐ脚紺矧り   

内面；離鮒ぐ   

欄；口脚撫で胴珊淵晒   口鮒  

内面；離党撫で   

外面；謝り  

内面；鮒   

口綾部       ‖  

外面；栢躇った斬り  

内乱  

タ胤片面塘った斬り  

‖ 肺 H   

内鋸帥斬り  

外面潤椚  

内面；鮒   

糊謝り   

内面；鮒  

日脚   脚謝り   日脚  

り痕   

り痕   

斬り   

底部    底部  ‖  
口脚   

1う  



昌楽寺廻向Ⅰ遺跡出二t遥野戯察表（2）  法財憫班雄  

虻躍  種頸  濃（cm）   虻・阻闇  器形の特徴   整形の特徴   新・僻   

Hうー4  断  口； 底；   ヤ礪靴   外面；矧り  

蛸器  胴； 高；   噺灰色  内面；酢   

H3」5  莞断  口； 底；20．5  較翫  外面；平印帽目   底部  

卿  胴； 高；   緑色  緬渦澗文   

Hうー6  莞断  口； 底；12．0  や領靴  脚平底   緬；勧舵よう脚ある   甜1／■媚  

蛸器  凱  高；   補色  内乱酢  

H3－7  藍断  口； 底；   轍靴  外面；矧り   脚  

蛸器  脚； 高；   組側色  桶；酢   

H3－8  断  口； 底；   硬還元  外面；酢  

掛  胴； 高；   騎艶  内面；恥噸まる   

H5－9  断  口； 底；   硬翫  外面；鮒  

掛  胴； 高；   灰白色  緬；撫で   

Hうー  莞断  口； 底こ   硬還元  外面；掛こよる緋鯉で   甜   

四  卿  胴； 高；   青灰色  内面；鮒   

H3－  瓦  口； 底；   硬翫   二触り合わせ   外面；酢  

凱  高；   灰白色  内面；刷新り   

Hうー  齢  口； 底；   轍靴  外面；謝り  

四  蛸器  胴； 高；   褐艶  内乱撫で   

Hう1  瓦  口； 底；   較翫  外面；鮒  

胴； 高；   灰色  内面；鯛寅椚   

H3一一  断  口； 底；   や領靴  外面；賊糟しく謝醗  

田  縄文  胴； 高；   馳  内面；   

Hうー  石  口； 底；  扁平な自鮪脚   外面；両面ヒも磨った斬り   騨   

田  安山隷  凱  高；  内面；   

Hうー  右  口； 底；  軒な自然石朋   外面；両面ヒも磨った斬り   1／2残   

田  安臆系  胴； 高；  内面；   

Hうー  石  口； 底；  打撃珊斬り断面耕ま  外面；一博に磨った斬り   牌   

田  熟膿系  軋  高；  三角形を呈す   内面；   

H3－  石  口； 底；  自鮪鯛   外面；一部諾った斬り   ー儲監   

田  剃麟  軋  高；  内面；   
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昌楽寺廻向Ⅰ遺跡出土遣物観察表（3）  法量欄雅雄  

出土位置  穫頸  湛（cm）   牡・餓・鰯  器形の特散   整形の特徴   遣存・鰐   

H3－  石   口； 底；  火雌   外面；一報批斬り   原形   

軋  高；  内面；   

Hうー  石   口； 底；  火止頗   外面；瑠璃った斬り   原形   

凱  高；  内面；   

H3－  石  口； 底；  自鮪肺   外面；耐躇った斬り   1／鳩   

瓢戯             四   凱  品；  内面；   

H3－  石  口； 底；  自甑酬   外面；一部繕った斬り   一儲   

安帽系  内面；   

H3－  石  口； 底二  自鮪脚  外面；－瑠繕った斬り   一膳   

剥戯毎  内面；   

H3－  石  口； 底；   扁鞄自甑脚   外面；輌躇った斬り   椰   

安山頴  内乱   

H3一  鰍‡  口； 底；   外面；  

凱  高；  内面；   

H4－1  聖断  口； 底；   憫靴  口掛る軸ヰこ轍  外面；口緑肘掛で   口樹  

畑器  胴； 昂；   暗褐色  内面；酢   

H4－2  石   口； 底；  軒な自鮪朋   佃；簡庸った斬り   原形  

別線  ：・爛■■齢  内面；   

H4－う  破片  口； 底；   轍靴  外敵輔糟しく謝醸  

土幡  凱  昂；   橙色  内面；   

H4－4  莞断  口； 底；12．0  硬靴   脚平底   佃；闊㈲抑酬り   甜1／鳩  

土暇  凱  高；   は帽色  内面；鮒   

H4－5  断  口； 底；   硬靴  外面；謝り  

蛸器  軋  高；   ［謡哨邑  佃；酢   

H4－6  破片  口； 底；   軟靴  外面；鰍ぐ   口樹  

土幡  軋  高；   に釦艶  内乱撫で   

H4－7  皿   口；8．0底；4．6  較靴   駅部している繍紗  緬；雛よる部抜鮒；跳既納り斬り  i班謙  

土暇  胴； 高；1．5  【謡潤色  木 正   内面；‡紆   

H4－8  羽釜断  口；21．D底；   ヤ領靴  口榔ま排日如  佃；口射傭f櫛、戯縦割り  口針願  
畑器  軋垂∃高；   噺色   鍔ま貼り仰   内面；陳ぐ   
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昌楽寺廻向Ⅱ遺跡出土遺物観察表（4）  法量卵鮎粧値  

遣存・備考   出土腰  …；■皇  ‖  混（cm）  批・艶一鰯  器形の特徴  整形の特徴    H4－9  断  口； 底；8．8  硬翫  融部貼り冊  外面；鴎脚り   胴～底部  

欄隈  軋  高；   灰白色  内面；酢   

、H4－  断  口； 底；b．4  較還元  外面；脚醜矧り   甜1／媚   

四  ；三幸≡妻  軋  高；   青艶  内面；軒   

H4－  右   口；底；  自然石脚   外敵  

四  安山岩系  軋  高；  内面；   

H4一  断  口； 底；   

較靴  外面；蜘巨鯨り  

嚇褐色  内面；樹齢り   

H4－  聖断  口； 底；   較翫  外面；脚き紋   

四  銀器  凱  高；   灰色  内面洞心円文   

H4－  梶断  口； 底；5，4  轍靴   貼り冊融音執る  外面；底敵切り   朴ノ底部   

田  土暇  凱  高；   稽色  内面牒で   

H4－  棍断  口； 底；6．4  較靴  外面；蜘細り   脚1／2要覧  

田  土暇  軋  高；   臨噸艶  内面；断   

H4－  断  口； 底；   硬靴  外面；鰍ぐ  

田  土暇  凱  高；   繍噴得色  内面；断   

H4－  破片  口；12．鳩；   転翫  外面；陳ぐ   口紅脚   

田  ；邸≡皇  軋  昌；   諏色  内面瀾軒   

H4－  断  口； 底；   や領還元  外面；平御き目  

田  頻器  軋  高；   舐色  内面洞蛸文   

四  棍   口；12．鳩；5．4  轍靴   掛口榔柚し妙ら  外面；口浄、戯撫で   3／鳩   

四  土暇  軋  高；5．0  i話し1饉色  外反   内面；酎誰   

H4－  拙  口； 底；   硬靴  外面；酢   脚   

田  土暇  軋  高；   l謡い補色  内面；軒   

H4－  破片  口； 底；7．0  硬靴  外面；削付脂台   甜   

四  土師器  凱  晶；   払t敬  内面漕ぐ   

D卜1  砕  口； 底；  一部自緬を断   外面；   2／残  

絨舘  酢  昂；  内乱   

Dl－2  石斧  口； 底；  一博自緬を断   外面；   誹   

内面；   

」  縦系  凱  高；  
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昌楽寺廻向Ⅰ遺跡出土遣物観察表（5）  妾粗欄珠誰  

出土牒  種類  湛（cm）   虻・甑・鰯  器形の特散   整形の持敬  ≒・巨’   

D2－1  断  轍靴  敵帽  t   
順轍   

敵  樺色  1  

D3－1  石   火雌   外面；  椰   

内面；  

D4－1  石斧   外面；  1／甥   

．  

内面；  

D4－2  破片  蜘雛刊紙器   甜1／5残   

敵   艶   緬；  

D4づ  硬靴   敵憫   外面；  

l   嚇褐色  内面；   

D4－4  断  口； 底；   硬靴  外面；規憎しく甜碑  

猷  凱・高；   馳  内面；   

D4－5  断  口； 底；   
憫靴  敵中期  
樺色  外敵  

D4－6  破片  口； 底；   較靴  外面；賊梢しく謝鞭  

敵  軋  品；   樺色  内面；   

D6－1  石   口； 底；   一顧田植闇締り  タ胤  

安帽系  軋  高；  内面；   

Pうー1  石斧  口； 底；  台縦を封。   外面；   4／鳩  

違．・■．  肘； 高；  佃；   

B4G－  石   ロ； 底；  自然石脚   外面；両脚に憫あり   郷   

口  糀隷  軋  高；  内面；   

B4G一  石   口； 底；  扁平鯛鮪脚   外面；両雄っ禎あり   聯   

同  安脹系  軋  高；  

畑；口脚撫で胱脆紺り斬り   部   

1  土幡  軋  高；1．9  樺色  
B4G－  凪   

内乱   

C2G一  石   口； 底；  

u 自翫脚 H   

外面；脚打撃粘り   1／甥   

口  馳頴  胴； 高；  内面；   

C2G－  聖断  口； 底；   較翫  相浦珊き目  

田  卿  凱  鋸   灰白色  ほ暮1・11－   
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昌楽寺廻向Ⅰ遺跡出土遣物観察表（6）  法断簡ま推雄  

虻位置  種類  法量（cm）   股上・鮎・鰯  器形の特徴   整形の特徴   還存・備考   

C4G－  石  口； 底；  自鮪脚   外面；師贈っ嘘あり   騨   

口  剃麒  軋  鋸  内面；   

C4G－  石斧  口； 底；  外面；  

凱  晶；  内面；   

C4G－  砕  口； 底；  片面に刃を鮒る   緬；  

田  蹴  胴； 高；  内面；   

C4G－  瓦  口； 底；   較靴  外面；軒  

臥  高；   補色  内面；朋   

C4G－  奔 臼  口； 底；   硬翫  外面；平研き目  

田  断  胴； 高；   灰白色  内面；恥甑   

C4G－－  壷   口； 底；   硬翫  外面；平榊時日  

田  破片   胴；高；  白色  内面；恥円文   

硬還元  タ胤脚き目  

内面洞心円文   

佃；平研き目  

C4G－  壷  口； 底；          R  断  凱  高；  旧     C4G一  ■薙 臼  口； 底；  硬還元        田  断  軋  高；  淋色 ‖  内面；恥円文   

外面；尉毛目  

内面洞心円文   

硬還元  タ胤平榊lき目紺鮮  

灰白色  内面；恥円文   

繋圭▼；l与独l】二l   夕胤片面闇あり  

「蒜＿  壷  口； 底；  硬還元        田  断  軋  高；  灰白色     C4G－  奔 臼  口； 底；          田  岐片  胴； 高；       DIG－  石安山  口； 底；          口  岩系齢  凱  高；  内面；   

DIG－  坪  口；12．8底；   軟靴   口繍ま駈翻誼ち上  外面；口甜雛鳩踊斬り鮒  亡拡誹   

内面；酢   

DIG－－  敵城  口； 底；10．0  軟靴   田  土楷  軋  高；ヨ．2  l謡潤色  がる             敵 欄   外敵賊将しく詣憐   底撒   

ji芹  ．．  赤馳  内面；   

表1  奔 才も  口； 底；   
硬翫  

灰色  外面；平研き目  

畑虻瓶 虻位酎C－1グリ州、1号蛾ヒう馳紗憫雌乱て軌出願楯さ雌謝122．54mを郎。す引こ艶を受択おり、御願構わ  
t昭ま璃酢1き妙っ統御馴ま頂（帥鴫を愚）ヒ、鹿、脚一駄肋れる静ト8桟紆き轍骨眈噸悍にもろく、削げる駅北んど軌てしま  
う膿でゎた。虻謝漸勧－ら秒う俄紆き妹骨ヒ欄わりl珊し油る。また、嘲欄紆きる謝ま址し軸りた（馳2No14を毒矧。  
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Ⅵ おオフりもこ  

昌楽寺廻向∬遺跡の発泥調査により、確認及び検出された運構は、竪穴住居址4軒、土琉6基、  

ピット4基、井戸址1基が検出された。以下各遺構の特徴をまとめ、おぁりとしたい。   

1．竪穴住居址についてはH－1、H－2はその範囲を確認できたが、H－3、H－4は範囲を   

確証するまでにはいたらなく、カマド位置と遣物の出土状況より推定した。住居址の平面形態   

は南北方向に長辺をとる方形の形態をとり、床面は貼り床の存在がH－1、H－2、H－3で   

確認され、特にH－1でほ全面に貼り床が検出された。H－4は貼り床ほ認められなかったが、   

レぺノレ値122．60m前後で層位が変わり（FP粒等を含む高枯質土から軽石粒を含まない   

柔らかい層）、かアドの火床と同レベルであるため、床面はこの近辺に求められた。カマドに   

ついては、H－4は残りが良く、煙道部が長く、住居地外に突出した形を取る。また、袖部は   

H－1、H－4ともに住居内に造り出されているが、形状は貧弱であった。周溝はH－2の一   

部で検出された。H－3付近では、焼土が敷か所確認できたが、残りが悪く遺構の検出までに   

はいたらなく、数軒の住居址が重複関係にあったと思われる。出土遣物はH－1、H－2では   

貯蔵穴付近カ、ら出土しており、時期的には奈良時代頃と考えられる。H－3では破片が多く、   

器形からの特徴は判断しかねた。また、石の破片は自然石を使用しており、面を磨ったものが   

多く検出した。H－4では、平安時代のものと思われる遺物が検出された。  

2．土坑については調査区西側に多く検出した。平面形態も円形と歪な楕円形に分かれ、D－4   

土坑にいたっては、一部、壁の所在がはっきりしなかった。出土遺物は、D－1、D－2、D   

一－3、D－4で検出され、時期的には棍文時代中期の遣物と思われる。  

3．ピットについては調査区西側に所在し、出土遣物はP－3の石斧が1点出土しただけである。  

4．井戸址については、時期を考案する遣物の出土が検出しておらず、時期は不明である。  

以上のように、本遺跡では縄文時代中期、奈良・平安時代とその歴史の痕跡を確認することが  

できた。当地域周辺の傾向として縄文時代前、中期の遺構、遣物例は多く、続く弥生・古墳時代  

に入り減少する。その後奈良・平安時代にいたり住居址等、遺構、遣物の検出例は多くなる。こ  

の傾向ほ本遺跡にも見られるため、昌楽寺廻向Ⅱ遺跡は当地域の特色を具備した遺跡と言えよう。   

最後に本遺跡の調査が今後の調査、研究の「助になれば幸いと存じ、おぁりに敦します。  
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実測図4  

、、こ吋ごコザ了一ヱ．、′一＼ 
、 ′、サニ 登も∴ふ、－．、、ノ、．＿  

■
十
∵
≠
‥
 
 

一
∴
ノ
 
一
■
ン
／
 
 

′ l J  ′  

皇                                   l  

【                   1 ノ■■■ヽ－ こ 

一プ√∴査＿▲プ．ノ′  

√－ 、■】－、  －ヽ、  
b‡宅姜痩；盛 ン 

＿  
：ニ：・’ニて丁、⊥1■・’ナ  

、ニ  
ミ 
． ■ ‾ ＿ 二∴ー 

ニ 
． 

‾1  ‾－l  

÷－  

チご               ち  －1 ＼■▲  繁・′ノら  jデ  ー与  一  

・ご章∵  
＝∴プ●／  

チ  

ヽヽブ  

∴  2
 
 

G
 
 

2
 
 

C
 
 

5
 
 

＋
 
 

G
 
 

4
 
 

C
 
 

＝ア  

忘莞≡≡象  

‰h－＿減－．＿＿が √ご一d＼  

亡＝＝＝蒜三悪≡≡芋1笥   
－＿＿＿㍍芳一∵∵：ごニ  ーー  トニー血   
‾‾‾、一、－・・■→一・－－－・∴．．．■－－＿＿＿． ′   ニニ † ●  

C4G－6  

m
‖
‖
〓
‖
u
 
 

∵
べ
．
悠
；
、
∫
り
 
 

．
 

ぎ
′
毒
藩
聖
ノ
 
 

－
l
 
 

J
 
 

■
 
 
 
「
 
 
 

H
〓
〓
〓
〓
H
 
 

，  

1  

t
J
∵
．
 
 

牢   

J鳥  、 

C4G－8  ＋  

7
 
 

G
 
 

4
 
 

C
 
 

0  



実測図5  
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実測図6  
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実測図7  
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図版1  

1．現況（作業風景）  5．H－1貼床（北より）  

2．H－1出土遣物状況  6．H－2出土遣物状況  

3．H－1  7．H－2遺物と貯蔵穴  

8．H－2   4．H－1カマド  



図版2  

9．H－3出土遣物状況  

14．人骨出土状況  10．H－3  

11．H－4近辺出土遺物状況  15．遺跡西側全景  

16．遺跡全景   12．H－4カマド  



図版3  
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